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11 年度から

ことになった
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ログラムの本

「選ぶ」「競

図 1 は iWD

やや詳細な説

数を費やして

学内で行う W

に募集を開始

それぞれ作品

                  
政法人日本学

）： http://
。現在は「

ン・トロウ『

           

        

クショップ形

された独立行

に飛躍する契

の影響の大き

いものであっ

外部資金を探

ら、iWDC に続

た。このワー

学生が参加す

る。ユニバーサ

アル教育とし

には、高校教

熟し、それ

用力を備えた

とするもので

満たして参加

T 活用力を向

ミュニケーシ

互いに深く理
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は、本プログ

効果的な学修

グローバル人

である Dr. P

教育する上で

また、ワーク

により差はあ

生の反応から

APAN：http:
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履修対象と想

科目としてい

高い学生に、

」16など、さ

位が付与され

大学教員によ

度や協調性な

品成果報告が

これにより、

ら学内報告

プログラムで

を明確に概念

たため、他の分

の学部学科

でいった。

きたのに伴い

ら 18 人に増加

グラムを高く

修方法であ

人材を育成す

Prasert Pin

非常によい

クショップ最

あるものの、

ら評価するた

//www.tobi

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

想定している

いるのは、1、

、早くから成

らなる国際

れる。また、

よる成績会議

などについて

が行われる。

、iWDC モデル

会までを本

であるともい

念化したこと

分野の学修を

科に広げ、で

い、一方では

加した。 

評価してい

るという点で

する有効なプ

pathomrat 氏

プログラムで

最終日の成績

目標は達成

ために、2013

tate.mext.
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るが、全学年

2 年生にも

成長の機会を

際交流や海外

RMUTT では

議が行われ、

意見交換し

本学では、

ルにある学修

プログラム

いえる。 

とにより、他

を順次取り入

きるだけ多

は、参加する

いる。その観

である。また

プログラムで

氏からも、「

であり、今後

績会議では、

成されたと評

年度から学

go.jp/abou

』2016 年 3 月
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年・全学部学

も少数ながら

を与えるため

外へのチャレ

は、3 単位を付

各グループ

して成績を決

2 カ月程度

修成果の「共

の期間とす

他の学修分野

入れ、国際交

多くの意欲あ

る学生の合計

観点は、本プ

た、互いに外

であることが

「大学を卒業

後も充実し継

目標の達成

評価している

学生へのアン

t/index.ht
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学科の学生が

在籍してい

めである。1、

レンジを期待

付与してい

プの作品だけ

決める。 

度の準備期間

共有と継承」

ると、12 月

野の協調学

交流科目「国

ある学生をグ

計数も、Web

プログラムが

外国人であ

が高く評価さ

業した後も、

継続したい」

成についても

。 

ンケートを行

ml（2016 年

0 
 

 

 

が

い

待

グ

が

行

年



           

 

       

っている。

果について

ついて質問

ート、ワー

から回答を

 

図 1 作

 

図 1 は、

つの目標の

名が他の回

いない」と

図 2 は、

に関する回

が、ワーク

本プログラ

授業からワ

担当教員全

いるのでは

本プログ

「日本の良

肯定的な回

なお、1

調性・柔軟

を図 4 に示

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

た

人
数

          

       

2015 年度の

て説明する。

問した。本学

ークショップ

を回収した。な

品制作に必

作品制作 IC

の内の 1 つ目

回答に変わっ

と回答した学

グローバル

回答である。

ショップ参加

ラムに参加す

ワークショッ

全員の感想と

はないかと考

グラムの目標

良いところ悪

回答が増加し

節に述べた

軟性、責任感

示す。これに

a.

と
て
も
向
上

し
た
．

b
.

向
上
し
た
．

           

        

のアンケート

アンケート

学学生に対し

プ終了後の 10

なお、以下の

要な ICT 活

CT 活用力の

目に対する確

ったが、「向上

学生は減少し

ルコミュニケ

これは、2.

加後は、肯定

することで、

ップ最終日の

とも一致する

考えている。

標の 3 つ目「

悪いところを

しているが、も

グローバル

感・使命感に

についても、

c.

少
し
向
上
し

た
．

d
.

あ
ま
り
向
上

し
て
い
な
い
．

           

              

独

トは、現在、

トでは、ICT 活

して、ワーク

0 月 3 日に事

の図で青棒は

用力の向上

向上に関す

確認である。

上した」と回

しており、ほ

ケーション力

2 節に示し

定的な回答が

英語コミュ

の英語プレゼ

るが、ICT 作

 

「両国の文化

を考えたこと

もとから意識

人材の 3 要素

関連して、「

「ぜひ一緒に

e
.

ま
っ
た
く
向

上
し
て
い
な
い
．

f.

そ
の
他

事前(8/1
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分析中であ

活用力、英語

クショップに

事後アンケー

は事前アンケ

 

    

る質問であ

事前アンケ

回答した学生

ほとんどの学

力、すなわち

た本プログ

が増加してい

ュニケーショ

ゼンテーショ

品制作を題材

化を互いに深

とがあるか」と

識している学

素の内、要素

「将来外国人

に働きたい」

10)

/3)

1

人
数

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

あるため、本

語コミュニケ

に参加する前

ートを実施し

ケート、赤棒

図 2 英語コ

る。これは、

ケートでは、

生が約 2 倍に

学生が肯定的

ち、実際上は

ラムの目標の

いる。あくま

ン力が向上

ンまで、個

材とするこ

深く理解する

と質問した。

学生が一定数

素Ⅱ：主体性

人と一緒に働

」と回答した

0
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．
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本稿では 201

ケーション力

前の 2014 年 8

し、何れも参

棒は事後アン

コミュニケー

、2.2 節に示

「とても向上

に増加する一

的な回答をし

は英語コミュ

の内の 2 つ

で学生が感

したと考え

々の学生を

とで、言語の

」について

これに対す

数参加してい

性・積極性、

働きたいか」

た学生が増加

b
.

向
上
し
た
．

c.

少
し
向
上
し

た
．

』2016 年 3 月
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4 年度のア

力および意識

8 月 10 日に

参加した学生

ンケートの回

ーション力の

示した本プロ

上した」と回

一方、「あま

している。 

ニケーショ

目に対する確

感じたことで

えられる。こ

を見てきた本

の障壁を適度

ては、直接的

する回答を図

いることもう

、チャレン

と質問した

加している。

d
.

あ
ま
り
向
上

し
て
い
な
い
．

e
.

ま
っ
た
く
向

上
し
て
い
な
い
．

事

事

月号 Vol.60
           

            

ghts reserved.

ンケート結

識の変化に

事前アンケ

生 18 人全員

答である。

の向上 

ログラムの 4

回答した 1

り向上して

ン力の向上

確認である

はあるが、

れは、事前

本プログラム

度に下げて

的ではないが

3 に示す。

かがえる。

ジ精神、協

た。その回答

 

f.

そ
の
他

事前(8/10)

事後(10/3)
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前

ム

が

 

答
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本プログ

した両大学

た後、相手大

毎年のこと

等で連絡を

でワークシ

とくに、20

生で、当大

なりたいと

成スクール

参加した

参加を受け

数の都合が

［事前アン

・特にあり

会なので楽

・とても良

らしい。 

・もっと、

・何をする

ます。 

［事後アン

・このコラボ

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

ら

よ
く
考
え
て

い
る
．

人
数

          

       

の良いとこ

グラムの 4 つ

学の教職員か

大学の学生を

とではあるが

を取り合って

ショップが行

014 年度に R

大学の教員に

との希望を語

ルになりつつ

た学生の事前

け止めている

があるので、

ンケート］ 

りません。タ

楽しみにして

良い経験にな

プログラム

るのか、説明

ンケート］ 

ボレーション

a.

ず
っ
と
前
か

ら
，
よ
く
考
え
て

b
.

最
近
，
考
え

る
よ
う
に
な
っ

た
．

る

           

        

ろ悪いとこ

つ目の目標「

から、成功し

を空港まで見

が、同行した

ており、本学の

行われるとき

RMUTT で行わ

になった学生

語ってくれた

つあると、筆

前アンケート

る様子がうか

自由記述の

タイの方との

ています。 

なると思う。

ムの内容につ

明は受けたが

ンに参加でき

c.

少
し
考
え

る
．

d
.

あ
ま
り
考
え

な
い
．

事

事

           

              

独

ろを考えた

「両国の学生

したとの感想

見送りに行っ

た教職員の胸

の参加学生の

には、過去に

われたワーク

生がワークシ

た。本プログ

筆者は感じて

トの自由記述

かがえるが、

の一部を以下

の交流は、コ

コンテスト

ついて細かく

が具体的なイ

きて本当に良

e
.

ま
っ
た
く
考

え
な
い
．

f.

そ
の
他

事前(8/10)

事後(10/3)
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ことがある

生相互の友情

想が異口同音

った学生たち

胸を熱くして

の中には、タ

に参加したR

クショップで

ショップを訪

グラムは、本

ている。 

述では、学生

事後アンケ

下に転載する

ミュニケー

トを通じて他

説明して欲

イメージがま

良かったと思

人
数

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

か 図 4 将

情を育む」に

音に聞かれた

ちが、いつま

ている。学生

タイで再会を

RMUTTの学生

では、第 1 回

訪れ、今後は

本学と RMUTT

生たちが冷静

ケートからは

る。 

ーションをと

他国の生徒と

欲しい。 

まだ掴めてな

思います!自

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

a.

ぜ
ひ
一
緒
に

働
き
た
い
．

た
い
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将来外国人と

ついては、

。全てのワ

でも別れを

生たちは、プ

を果たしたも

生が毎年本学

プログラム

はワークショ

が協力して

静かつ客観的

は、喜びと感

れるか不安

の交流が出

いのでその

分は英語が

b

．
一
緒
に
働
き

た
い
．

c.

少
し
な
ら
働

い
て
も
い
い
．

避
け
た
い

』2016 年 3 月
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と一緒に働き

ワークショ

ークショッ

を惜しみ涙す

プログラム終

ものもいる。

学学生のもと

ムに参加した

ップを指導

て作るグロー

的にこのプロ

感動が伝わっ

安ですが、こ

出来るのは、

の点では不安

が出来ないか

d
.

で
き
れ
ば

避
け
た
い
．

e.

一
緒
に
働
き

た
く
な
い
．

事前(

事後(
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きたいか 

ップを指導

プが終了し

する光景は、

終了後も SNS

また、RMUTT

を訪れる。

RMUTT の学

導する立場に

ーバル人材育

グラムへの

てくる。紙

れも良い機

とても素晴

安が残ってい

から技術が足

f.

そ
の
他

(8/10)

(10/3)
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導

T

学

紙

機

晴

足



           

 

       

りてないか

・多くの事

方で、１回

と思うので

・色々な人

会になった

・このよう

に、自身の

・今回の国

す。今回こ

 

４．まとめ

本稿で紹

ラーニング

が育ち、人

な評価には

んでいるよ

という学生

頼関係を築

関係の重要

一方、本

よって、共

れは教職員

流に非常に

なお、こ

構をはじめ

説明する紙

継続し維持

員が単なる

こと、参加

る。これら

          

       

から…とネガ

事を学びとて

回行った人は

で、行けるよ

人と、コミュ

た。今後も、

うな機会を与

の今後への選

国際交流は外

この国際交流

め 

紹介した作品

グを用いたも

人材育成とし

は、もう少し

ように思われ

生目線の目標

築きつつ共同

要性を意識し

本プログラム

共同教育プロ

員に対しての

に熱心に取り

このプログラ

めとする外部

紙数がないの

持発展させる

る仕事として

加教職員にプ

らの問題を日

           

        

ガティブにと

ても貴重な体

はもう行けな

ような体制に

ュニケーショ

この活動を

与えられた場

選択肢を大き

外国の学生と

流に参加でき

品制作ワーク

ものである。

しての国際貢

し時間を必要

れる。グルー

標を与えるこ

同作業で作品

した人材育成

ムを実り多い

ログラムの開

のグローバル

組むように

ラムを実施す

部からの財政

ので、すでに

ることは、本

て係わるだけ

プログラムの

日常的に解決

           

              

独

らえすぎて

体験が出来ま

なくなるとい

になるともっ

ンを取り、

を続けて欲し

場合、ぜひ一

きく広げるこ

触れ合う事

きて本当に良

クショップ形

これにより

貢献になるこ

要とするが、

ープで行う協

ことで、海外

品を完成する

成を行い国際

いものにする

開発も前進す

ル人材育成に

なった教職

するためには

政的支援が大

に発表してい

本学だけでな

けでは、この

の趣旨と国際

決する努力の
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ていた自分の

ました。是非

いうのは、少

っと良いと思

会話するこ

しい。 

一歩踏み込ん

ことができる

事で互いに異

良かったです

形式学生交流

、ワークシ

ことを狙って

アンケート

協調学修にお

外への閾を低

るプロセスは

際貢献につな

るためには、

する。そのた

にもなってい

員も多い。教

は、多くの教

大きな支えに

いる文献 9、10

なく、相手大

のプログラム

際貢献として

の延長上に本

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

の考えを改め

非、もっと多

少し寂しいで

思います。 

とによって

んでみるべき

るだろう。 

異文化を共有

す。 

流は、グローバ

ショップ終了

ている。この

ト結果を見る

おいて、学修

低くしている

は、信頼関係

なげていきた

両大学教職

ために、教職

いる。本プロ

教職員が学生

教職員の協力

になっている

を参照して

大学にとって

ムは成功しな

ての価値を理

本プログラム
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ることがで

多くの人に参

す。やる気

、新たな楽

だと私は思

有し、理解す

バル人材育成

後も自ら海

目的が達成

限り、今の

修の目標だけ

と考えてい

係と相互利益

い。 

職員の協同が

職員も多大な

グラムに参

生とともに成

力と、独立行

。これにつ

いただきた

も非常に難

い。活動資

理解していた

ムの充実と継

』2016 年 3 月
                   

             

JASSO. All rig

できました。

参加してもら

気の有る人が

楽しさを発見

思う。貴重な

する事ができ

成の手法にア

海外へ飛び出

成できたかど

のところは期

けでなく、「友

いる。パート

益の両面を持

が不可欠であ

な努力をして

参加したこと

成長する一例

行政法人日本

ついては、本

い。実は、

難しい課題で

資金の問題は

ただくことが

継続がある。
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が行くべきだ

見する良い機

経験ととも

たと思いま

アクティブ・

す学生たち

どうかの厳格

待通りに進

友情を育む」

ナーとの信

持つが、信頼

あり、それに

いるが、そ

で、国際交

例であろう。

本学生支援機

本稿で詳しく

支援体制を

ある。教職
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が不可欠であ

 

0 
 

 

 

機

格

進

頼

に

 

機

職



           

 

       

大

-リスク

The A

A 

 

 

はじめに 

近年、日

れが懸念1さ

に属する長

生が増えて

                  
1 例えば、

塾大学出版

る国際志向
2 「日本再

の海外留学

          

       

大学に

ク管理に

nalys

P

Survey 

(Gradu

日本の大学か

され、日本政

長期の海外留

てきている。

                  
太田浩「な

版会（2011 年

向性再考 －」

興戦略～JA

学を 6 万人か

           

        

における

関する質

is of 

rogram

of Jap

uate School

大阪

大阪大

大阪

大阪

キーワ

から海外へ留

政府も留学促

留学に加え、

それに伴い

              
ぜ海外留学

年 1 月）、太田

」『留学交流

APAN is BACK

から 12 万人に

           

              

独

る学生海

質問紙調
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大学グローバ
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阪大学グロー

ワード：海外
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い、大学は大
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田浩「日本人
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海外渡

調査からみ

Manage

Highe

Higher 

     

大阪大

ne, Divisi

ーバルコラボ

(Global

バルコラボレ

(Global

ーバルコラボ

(Global

ーバルコラボ

(Global

外派遣、リス

生数が増加傾

の施策2を打ち

など様々な形

大学の責任下

っているの

人学生の内向

1-19 頁、日

6 月 14 日）

ことを目標と

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

渡航時の

みる日本

ement 

r Educ

Educati

     

大学医学系研

on of Heal

ボレーション

 Collabora

レーションセ

 Collabora

ボレーション

 Collabora

ボレーション

 Collabora

ク管理、海外

傾向にある。

ち出してきた

形態で日本の

下で学生を海

か」『教育と

向き志向に関

日本学生支援

において、

として掲げた

『留学交流』
           

             

構 Copyright © 

のリス

本の大学

for St

cation

on Inst

     

研究科保健学

th Science

ンセンター特

ation Cente

ンター特任

ation Cente

ンセンター特

ation Cente

ンセンター特

ation Cente

外留学 

一時期、日

た。その結果

大学から派

海外に派遣す

と医学』59

関する一考察

援機構（2014

日本政府は

た。 

』2016 年 3 月
                   

             

JASSO. All rig

ク管理

学の現状

tudy A

n: 

titutio

     

学専攻教授 

OHASH

es, Osaka U

特任准教授 

TSUR

er, Osaka U

任准教授 本

H

er, Osaka U

特任助教 安

A

er, Osaka U

特任事務職員

KATA

er, Osaka U

本人学生の

果、従来型の

派遣され、海

することによ

（1）、68-76

察 －既存の

4 年 7 月）。

は 2020 年ま
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理 
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負わざるを

学は今まで

 大阪大学

である「教

教育・実践

での実地体

部・大学院

ログラムを

れてきてお

職員のリス

組みをまと

におけるよ

せがあり、

労している

理の現状を

体制を網羅

管理の現状

ことを目的

25年度留学

本稿ではこ

し、その後

 

 

                  
3 http://w
4 留学生交

「わが国の

という。）が

程）に相当

国の高等教

に係る費用

成するとと

学生支援機

5 頁

http://www

/06/report
5 平成 26年
6 本調査に

          

       

を得なくなっ

で以上に気を

学グローバル

教養・デザイ

践を進めるこ

体験型学習を

院生を対象に

を提供してき

おり、学生に

スク管理意識

とめた GLOCO

より良い海外

海外派遣の

る様子が感じ

を各種文献に

羅的に調査し

状を明らかに

的とし、独立

学生交流支援

この調査結果

後、結果から

                  
www.glocol.

流支援制度

の大学、大学

が、諸外国の

する諸外国

教育機関に在

用の一部を奨

ともに、わが

機構「留学生

w.jasso.go.

t_all.pdf（

年 11月から平

関する詳細

           

        

っており、テ

を配っていく

ルコラボレー

ン力・国際性

とを目的と

を支援する「

に、海外フィ

きた。FIELDO

に対するリス

識向上に取り

L ブックレッ

外派遣プログ

の増加が求め

じられた。そ

に求めてみた

した研究は見

にし、海外渡

行政法人日

援制度（短期派

果からみた日

らみえる早急

              
osaka-u.ac

（短期派遣

学院、短期大

の高等教育機

国の機関をい

在籍したまま

奨学金として

が国の高等教

生交流支援制

jp/ryugaku

（2016 年 2 月

平成 27年 3

な分析は、

           

              

独

テロなども世

必要に迫ら

ーションセン

性」のうち

して設立さ

海外体験型

ールドスタ

O では海外体

スク管理教育

組んできた

ット『海外体

グラムをめざ

められる中、

その実態を探

たが、筆者ら

見当たらなか

渡航前のリス

本学生支援

派遣）採択プ

本の大学に

急に取り組む

.jp/go/boo

）の趣旨は

大学、高等専

機関（大学、

う。）等と学

ま、諸外国の

て支援するこ

教育機関の国

制度／海外留

u/tantosha/

月 29 日最終

月にかけて

研究論文と
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世界各地で発

られている。

ンター（GLOC

「国際性」を

れた。その取

教育企画オ

ディや海外

体験型教育プ

育や学内体制

た。事業実施

体験型教育プ

ざして』3を発

他大学にお

探るべく、日

らの知る範囲

かった。そこ

スク予防教育

機構（JASSO

プログラム4を

における学生

むべき課題に

klet/13.ht

以下の通り

専門学校又は

大学院、短

学生交流等に

の高等教育機

ことにより、

国際化・国際

留学支援制度

/study_a/sh

閲覧） 

て、対象プログ

して今後投

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

発生している

 

OL）は、平成

を強化し、国

取り組みの一

フィス（FIE

外インターン

プログラム構

制の整備、危

3 年目とな

プログラム短

発行したとこ

おいても海外

本の大学に

囲では全国の

で、各大学

育や渡航時の

O）が実施し

を対象に郵送

生海外渡航時

について示し

ml（2016 年

。 

は専修学校（

短期大学、高

に関する協定

機関等へ短期

グローバル

際競争力強化

度 評価・分析

hort_term_h

グラム宛に郵

稿する予定

『留学交流』
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昨今、学生

成 19 年 4 月

国際協力と共

一環として平

ELDO）」が設

ンシップとい

構築当初より

危機管理シミ

った平成 25

短期派遣手続

ころ、全国の

外派遣時のリ

おける学生

国公私立大

学における学

リスク対応

ている留学

送による質問

時のリスク管

たい。 

年 2 月 19 日最

（専門課程）

高等専門学校

定等を締結し

間派遣され

ル社会におい

化に資するこ

析（フォロー

h/__icsFile

郵送にて質問

である。 

』2016 年 3 月
                   

             

JASSO. All rig

生の海外渡航

に大阪大学

共生社会に関

平成 22 年 8

設置され、大

いった海外体

り、リスク管

ュレーショ

5 年度に、こ

続きとリスク

の大学より多

スク管理体

生海外渡航時

大学における

学生海外渡航

応体制の改善

学生交流支援

問紙調査を実

管理の現状に

最終閲覧） 

（以下「高等

校又は専修学

し、それに基

れる学生に対

いて活躍でき

とを目的と

ーアップ）調

es/afieldfi

問紙を送付・

月号 Vol.60
           

            

ghts reserved.

航について大

学の教育目標

関する研究・

月に、海外

大阪大学全学

体験型教育プ

管理に力を入

ンによる教

れまでの取

管理－大学

多数問い合わ

体制構築に苦

時のリスク管

リスク管理

航時のリスク

善点を見出す

援制度の平成

実施した56。

ついて報告

等教育機関」

学校（専門課

基づき、わが

対して、留学

る人材を育

する」日本

調査報告書」

le/2016/01

回収した。

0 
 

 

 

大

標

外

学

プ

入

教

取

学

わ
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成
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課
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学
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調査結果か

本調査対

ラム（40%）

職員による

月未満のプ

月未満の比

 これらの

ついては、

スク管理に

に整いつつ

 例えば、

り、危機管

トラブルに

いても 85%

の必須化（

率は、やや

 

          

       

からみる日本

対象プログラ

）、短大・高

る引率が 41%

プログラムが

比較的短期の

のプログラム

一部実施率

に関する学内

つあるが、そ

学生指導の

管理の事前学

に巻き込まれ

%が実施して

（57%）、注意

や低い傾向に

           

        

本の大学にお

ラムは、国立

高専 16 プログ

、引率無し

が 29%、2 週間

のプログラム

ムにおけるリ

率が低い項目

内体制につい

それらが実際

の現状に関し

学習／オリエ

れた場合の連

ているとの回

点などを記

にあった（図

           

              

独

おける学生海

立 192 プログ

グラム（4%）

・学生のみで

間未満のプロ

ムであった。

スク管理の

もあるもの

ての個々の

際に機能する

して、海外旅

エンテーショ

連絡先を学生

回答であった

載した資料

図 1）。 
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海外渡航時の

グラム（50%）

）、その他 1

での渡航が

ログラムが 1

 

の現状を分析

のの概ね対応

要因をみる

るかどうかは

旅行傷害保険

ンも 89%の

生にはっきり

た。一方、学

の配布（79%

図 1 

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

のリスク管理

）、公立 22 プ

プログラム

54%であった

19%であり、

析したところ

応が進められ

と、各プログ

は不安が残る

険への加入は

のプログラム

と伝えてい

学生教育研究

%）、安否確認

『留学交流』
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理の現状 

プログラム

ムであった。

た。派遣期間

これらを合

、リスクに

れている様子

グラムのリス

状態である

は 98%のプロ

ムで実施され

いるか（緊急

究災害傷害保

認のための定

』2016 年 3 月
                   

             

JASSO. All rig

（6%）、私立

また、派遣

間では、2 週

合わせると約

に関する学生

子であった。

スク管理体制

ことが分か

グラムで実

れている。ま

急時連絡先の

保険（学研災

定期連絡（7

月号 Vol.60
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立 152 プログ

遣形態は、教

週間以上 1 カ

約半数が 1 カ

生への指導に

しかし、リ

制制度は徐々

かった。 

実施されてお

た、海外で

明示）につ

災）への加入

79%）の実施
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グ

教

お

入

施



           

 

       

 また、健

施されてい

関しては、

ていなかっ

じて取り組

一方、学

差が出てい

学生海外渡

 

 

例えば、

アルを有し

れば決して

アルの整備

況の把握、

中止・退避

機レベルの

どの明確な

          

       

健康面へのサ

いるが、渡航

案内を行っ

った。このよ

組みが進んで

学内体制につ

いる（図 2）。

渡航時のリス

危機管理マ

しているプロ

て高いものと

備は 100%に近

被災者救援

避基準の有無

の決定と責任

な根拠を持た

           

        

サポートにつ

航後の健康状

ているプロ

ように、学生

でいることが

ついて見てみ

また、概ね

スク管理体制

マニュアルに

ログラムは約

とは言えない

近い数値でな

援、マスコミ

無についても

任範囲の判断

たせることは

           

              

独

ついて見てみ

状態申告を実

グラムは 48

生への指導に

が分かった。

みると、制度

ね取り組みが

制としてその

については、

約 70%であっ

い。各大学の

なければなら

対応、家族

も不安の残る

断に際し、緊

は、危機管理

ウェ
           

              

独立行政法人日本

 

15 

みると、渡航

実施している

8%のみ、予防

に関しては、

 

度に関する事

が進んでいる

の実施率は十

図 2

危機発生時

った。この数

のリスク管理

らない。また

族対応、職員

る結果となっ

緊急時の対応

理の実行内容

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

航前の健康状

るプログラム

防接種費用の

更なる取り

事柄と、実用

る制度に関す

十分とは言え

時にどのよう

数値は、危機

理の礎となる

た、実用面で

員現地派遣等

た。様々な

応指針やプロ

容に妥当性・

『留学交流』
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状態の申告は

ムは 22%のみ

の補助は 97%

組みが必要

用に関する事

する事柄につ

ない結果で

に対応する

機管理マニュ

ことを考え

で重要な緊急

等）の有無及

リスクに起

グラムの延

正当性を持

』2016 年 3 月
                   

             

JASSO. All rig

は 44%のプロ

みであった。

%のプログラ

要な点はある

事柄で、実施

ついても、大

であった。 

るべきかを示

アルの重要

えれば、危機

急時の対応指

及びプログラ

起因する危機

延期・中止・

持たせること

月号 Vol.60
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グラムで実

予防接種に

ラムで行われ

ものの、総

施率に大きな

大学における

示したマニュ

要性を考慮す

機管理マニュ

指針（被災状

ムの延期・

機における危

退避基準な

を可能にす
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な
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る7。しかし

り、延期や

体の 22%の

すべき状況

プログラム

いう項目が

ことが想定

管理は各プ

っていなけ

プログラム

プログラム

が含まれて

ログラムは

また、危

専門家は、

ているプロ

シミュレー

ラムの危機

管理への感

 さらに実

が約 4 分の

でリスク管

進を政策目

ラムの回答

件）、続いて

の遭遇件数

71.5%がいず

生する可能

                  
7 永橋博典

頁（2015 年
8 インター
9 服部誠「

（2008 年 9

          

       

し、本調査で

や中止の基準

のプログラム

況だといえる

ムでは、その

が審査の観点

定されている

プログラムレ

ければ担当者

ム数を増やす

ムの中でも延

ていない割合

は非常に限定

危機管理シミ

危機管理シ

ログラムで、対

ーションを実

機管理に対す

感度が上がり

実用面に関す

の 1 と低いこ

管理関連予算

目標として掲

答者が過去に

て下痢（39 件

数も比較的多

ずれかの事例

能性も低くは

                  
「国際交流

年 2 月） 

リスク総研

リスク管理

9 月） 

           

        

では「明確な

準については

ムは危機管理

る。特に、本

の採択にあた

点として挙げ

るが、それら

レベルで対応

者は不安を抱

すことへの障

延期・中止・

合が 36%もあ

定的であるこ

ミュレーショ

シミュレーシ

対策本部設置

実施していな

する意識の高

、学内体制

する事柄では

ことが分かっ

算をどのよう

掲げる政府と

に遭遇した事

件）、携行品

多く、健康に

例に遭遇した

はないと想像

              
における危機

「海外危機

体制の構築

           

              

独

な緊急時の対

は、約 3 分の

理マニュアル

本調査の対象

たり「派遣学

げられており

らが実態とし

応できるもの

抱えたままプ

障壁となる可

退避の基準

あり、この結

ことを示唆す

ョンについて

ョンの有用

置場所・役割

ないプログラ

高さは相関す

制の整備を伴

は、特に緊急

った。予算確

に優先付け

しても取り

事件・事故事例

品損害（39 件

関する事例

た経験がある

像される。

機管理体制―

管理情報‐

～海外危機管
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対応指針」を

の 2 のプログ

ルもなく、緊

象である JASS

学生に対する

、申請する

して機能し得

のだけではな

プログラムの

可能性が考え

準が含まれて

結果は実効性

する。 

て見てみると

性を指摘し

割分担が決ま

ラムでは 69%

する、つまり

伴う可能性が

急時の対応費

確保は多くの

けしていける

組むべき課

例について尋

件）の事例が

例への遭遇が

ると回答して

―危機管理体

大学に求め

管理の例～

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

を有していな

グラムで基準

緊急時の対応

SO が実施し

る危機管理体

る大学は一定

得るのかは詳

ないため、大

の実施を行う

えられる。さ

ていないプロ

性のある危機

と、その実施

ている8。危

まっているプ

%であった。

シミュレー

が示唆される

費用の予算立

の大学にとっ

るかは、各大

課題かもしれ

尋ねたところ

が挙げられた

が総じて高い

ており、緊急

体制の構築の

られる海外

」『大学と学

『留学交流』
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ないプログラ

準がないと回

応指針もない

ている留学

体制が十分に

定程度の危機

詳しく検証す

大学全体とし

こととなり

らに、危機

グラムが 6

機管理マニュ
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により、韓国

のレベルの高

ったなら、彼

ると思うと、

プとして設定

ログラムは、

び合う面白さ

も、海外での

ジアや欧米へ

理由は、日韓

人々は飛躍的

相互理解を深

とをしていか

解していくプ

世代の友達を

重要な支えと

歴史認識や

である。その

た。日韓両国

りやすいので

両国の立ち位

かされる。外

通課題を抱え

ている。「双子

の立ち位置に

                  
『韓国のグロ

夫「分断国家

97〜100 頁。

「中国の台頭

ワーク』慶應

           

        

ら、米国も加

グローバル

ある。これま

国人学生はグ

高さに刺激を

彼らはそれほ

より強い刺

定し、両国の

日本の学生

さに触れるこ

の生活に不安

へ長期留学す

韓の若者たち

的に増えてい

深めるために

かなければな

プロセスが必

を通して相手

となるはずで

や領土問題な

のために本プ

国は地域レベ

で、類似性に

位置を理解す

外交・安全保

えており、そ

子国家論3」

に基づいてい

              
ローバル人材

家との脱冷戦

。 

頭と日韓協力

應義塾大学出
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加わる国際共

ル化を進めて

まで韓国の大

グローバル志

を受けたとい

ほど驚かない

刺激を受ける

の学生が協学

生を韓国専門

ことで、長期

安を覚える学

するようにな

ちが相互理解

いるが、それ

には、顔を合

ならない。相

必要である。

手国を眺める

である。 

などに閉じら

プログラムは

ベルでは違い

に対しては体

すればするほ

保障問題をは

その中でどの

や「ミドルパ

いる。世界は

材育成力 超競

戦外交―対朝

力―認識の束

出版会、2012
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共同教育プロ

てきた韓国ト

大学は社会的

志向が強い2。

いう話を日本

いであろう。

ることになる

学する場を設

門家として育

期留学に進む

学生が少なく

なった学生が

解を深めるた

れが必ずしも

合わせて語り

相手に対する

本プログラ

るようになる

られてしまい

は、日韓を軸

いが目立つか

体系的な関心

ほど、それぞ

はじめ、少子

のように協力

パワー連帯

は東アジアの

競争社会の真

鮮半島外交」

縛を超えて」

2 年、80〜82

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

ログラムの構

トップの大学

的な要求に応

英語やプレ

本人の参加学

同じアジア

る。その意味

設けることの

育てようとす

むきっかけを

ない中、本

が出てきてい

ための交流の

両国への正

合い、言い

る誤解があっ

ラムでは、同

る。両国の市

いがちな日韓

軸にしながら

かもしれない

心を持つこと

ぞれの社会が

子高齢化問題

力可能な領域

論4」などは

の安定を必要

真実』 講談社

」国分良成

」、小此木政

2 頁。 

『留学交流』
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構築を手がけ

学とコラボレ

応える人材づ

レゼンテーシ

学生からよく

圏のすぐ隣

味で隣国であ

意義は大き

するものでは

作るための

本プログラム

いる。 

の場を提供す

しい理解に

いにくいこと

たとすれば

世代との交

市民社会が「

韓関係をグロ

、ハワイ大

い。特に歴史

は少ない。

が抱える共通

題を含む社会

域を見出し、

は、まさにグ

要としている

社、2013 年、

『日本の外交

夫・河英善編

』2016 年 3 月
                   

             

JASSO. All rig

ける理由は何

レーションす

づくりを目指

ション能力に

聞くが、相

隣の国の学生

ある韓国を海

きい。 

はない。むし

のものである

ムに参加した

することであ

につながって

でも心を打

ば、それを正

交流を通して

「意識共有」

ローバルな視

大学を新たな

史認識問題や

しかし、国

通課題に目を

会問題など、

協力像を作

グローバル社

が、それは

56〜82 頁。

交』第四巻、

編『日韓新時
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何か。３つあ

することで得

指してきた。

において、韓

手が英語圏

生が一歩先を

海外留学の第

しろ、現地の

。留学に行

のがきっか

ある。両国を

いるとは言

打ち明けて話

し、互いの

これらを体

を深めるた

視点から捉え

教育拠点と

や領土問題に

際社会にお

向ける必要

両国は実に

作っていくか

社会における

は日韓の連携
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携
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なしには実

力関係づく

ハワイは日

的地理的な

米国のかか

 

1. 先行プロ

「日韓海

福岡と釜山

れた(図 1)

ョンによる

育委員会を

など、プログ

と釜山大学

実現した。こ

本プログ

するため、

する。互い

ーンシップ

に積極的に

できる場を

3 年の間

学生は、そ

ち、長期留

している。

図

          

       

実現しえない

りを議論す

日本人にとっ

な位置から、

かわりを学ぶ

ログラム「日

海峡圏カレッ

山の代表的な

。両大学の

るカリキュラ

を組織し、事

グラムの充実

学校内での単

こうして教育

グラムの最も

自国で受入

いの文化及び

プのプレゼン

に取り組んだ

を設けること

間、日韓合わ

その後、別の

留学だけでも

参加者の 15

1 日韓海峡圏

           

        

いのである。

するために、第

っても、韓国

ディアスポ

ぶのにふさわ

日韓海峡圏カ

ッジ」（2012

な大学である

1 年生それぞ

ラムの共同開

事前準備だけ

実化を図るこ

単位化を実施

育の質保証を

も大きな特徴

入れ役を担う

び生活様式を

ンテーション

だ。海峡を越

とで、新しい

わせて約 220

の短期プログ

、毎年 5 名

5％を超える

圏カレッジ 
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このような

第三の場所で

国人にとって

ポラ(ハワイに

わしい場所だ

カレッジ」の

年度〜13 年

る九州大学と

ぞれ 50 名ず

わ

学

を

学

と

か

開発を初めと

けでなく、プ

ことにも力を

施し、2013 年

を伴う国際共

徴は、日韓混

時には、受

を紹介し合い

ンでは、專門

越えてキャン

い学びのスタ

名の学生が

グラムはもち

程度、これ

る割合である
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な側面から、

で新しい見方

ても、様々な

における日韓

だと考えてい

の成果：海外

年度）は、文

と釜山大学校

ずつ、合計 1

わたって釜山

学校で一緒に

を１年生に限

学の必要性に

もに、海外

かけを提供す

キャンパス

とする共同教

プログラム実

を入れた。20

年度からは単

共同教育プロ

混合グループ

受け入れ国の

い、フィール

門や国が異な

ンパスを共有

イルを見出

が参加した。

ちろん、長期

まで 17 名の

る。渡航先は

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

グローバル

方に触れる機

な意味で関わ

韓移民の歴史

いる。 

外留学へのき

文部科学省特

校の 2 大学間

00 名の 1 年

と福岡を行

学ぶ「キャ

限定したのは

気づき、ア

外志向を持っ

るためであ

ス共有を可能

教育体制づく

実施後の評価

012 年度には

単位互換協定

ログラムとし

プでの活動で

の学生が、ホ

ルドワークで

なるグループ

有して学び合

出したのであ

本プログラ

期留学に臨ん

の学生が、そ

は、米国、ス

『留学交流』
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ル社会を視野

機会を作る必

わりの深いと

史)や戦争と

きっかけづく

特別経費の採

コラボレー

年生が、夏休

き来しなが

ンパス共有

、早い時期

クティブな

て長期留学

った。 

能にしたのは

りであった

価をもとに、

は九州大学（

定に基づいた

しての基盤を

である。日韓

ホストとして

の調査・研

プ構成員と協

合い、学生が

ある。 

ムに参加し

んだ。九州大

その翌年か、

スウェーデン

』2016 年 3 月
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野にいれた日

必要があると

ころである

安全保障、

くり  

採択を受け、

ーションによ

休みを利用し

がら、九州大

」を行った

から外国の

学び方を身

の必要性に

は、2 大学コ

た。釜山大学

共同で改善

（集中講義と

た単位互換を

を固めること

韓を行き来し

てリーダーシ

研究はもちろ

協力し合い、

がリーダーシ

して自信を持

大学の参加者

翌々年には

ン、フランス

月号 Vol.60
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韓両国の協

判断した。

。その歴史

東アジアと

海峡を挟む

って推進さ

して 2 週間に

学と釜山大

。参加資格

学生との協

につけると

気づくきっ

ラボレーシ

学校と共同教

善策を見出す

して開講）

を両大学間で

とができた。

ながら実施

シップを発揮

ん、インタ

課題の解決

シップを発揮

持った多くの

者 110 名のう

は交換留学を

スをはじめと
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に

教
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揮

決

揮

の
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する欧米や

して育まれ

ムをきっか

ビリティを

そして、

活躍するこ

ら、毎年 1、

全学部から

学金をもと

が同賞の選

を取り上げ

の学習を方

本プログラ

役割を果た

参加学生

歩であり、

大学生フォ

州大・西南

教育の 3 分

ーラム」で

リードし、

プログラム

生もいる。

価されたと

 

2. 発展版と

「日韓海

平洋カレッ

ウル大学校

ワイ大学マ

本プログ

る「キャン

          

       

や中国、シン

れた海外志向

かけに、本学

を活発化させ

高い志を持

ことを目指す

、2 名の受賞

ら計 35 名の学

とに、交換留

選考プレゼン

げている。１

方向づけたこ

ラムが、学内

たしているこ

生のその後の

成長の原点

ォーラム」を

学院大・福岡

分野に分かれ

で発表し、日

日韓学生の

ムへの参加が

本プログラ

という。 

として「アジ

海峡圏カレッ

ッジ」を運用

校、延世大学

マノア校（Un

グラムは、2

ンパス韓国 in

           

        

ンガポール、

向が、彼らを

学に交換留学

せる役割を果

持ち、学業に

す学部学生に

賞者が出てお

学生が受賞し

留学に挑んだ

ンテーション

年生の夏休

とや、その成

内の取組みと

ことを企画・

の活躍ぶりを

点となったと

を立ち上げた

岡大）と釜山

れて議論を重

日韓のオピニ

の情報交換や

がきっかけと

ラムへの参加

ジア太平洋カ

ッジ」の成果

用している。

学校、釜山大

niversity o

年を 1 クー

n 釜山」・「キ
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香港、タイ

を次のステー

学生として来

果たしたので

に優れ、将来

に九州大学が

おり、これま

してきたこと

だり、海外の

ンにおいて、

休みに海外で

成果をもとに

好循環を生

運営を担当

をみると、彼

言える。本

た学生たちが

山側（釜山大

重ねた結果を

ニオンリーダ

や交流活動の

なって海外

加、またグロ

カレッジ」を

果を土台に 2

日本からは

学校が参加

of Hawaii a

ールとして実

キャンパス日
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イ、韓国に至

ージへ突き動

来日した韓国

である。 

来社会の様々

が授与する「

で通算で 8

とを考えれば

の大学院への

大学 1 年時

で学習する面

に留学計画を

生み出し、日

当している者

彼らにとって

本プログラム

がいる。交換

大・東西大な

を提言として

ダーたちとデ

のプラットフ

外志向が強ま

ローバル人材

を開設 

2014 年度か

は九州大学、

している。

at Manoa）を

実施している

日本 in 福岡

ブマガジン
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至るまで多様

動かしている

国人学生もい

々な分野で指

「山川賞」に

名が選ばれた

ば、約 23％

の留学を希望

時に参加した

面白さに触れ

を立てたこと

本人学生の

者として嬉し

て本プログラ

ムでの経験を

換留学を終え

など 9 大学）

てまとめ、20

ディスカッシ

フォーム作り

まり、海外勤

材として活躍

ら日韓米国際

鹿児島大学

2015 年から

を教育拠点と

る。1 年次に

」（夏季）/
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様である。韓

ことが分か

いる。海峡を

指導的な役割

おいては、

た。授与が始

に当たる高い

望したりして

「日韓海峡

れたことが、

とをアピール

海外留学を

く思ってい

ラムは、グロ

活かして「

た学生が中

から計 20 名

015 年の「第

ションを行っ

をしたので

務できる海

躍したいとい

際共同教育

学、西南学院

は東アジア

として設定し

は、日韓を

「キャンパス

』2016 年 3 月
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かる。また、
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割を果たし、

本プログラ

始まった 201

い割合であ

ている学生も

峡圏カレッジ

その後 3 年

ルポイントに

を促進する触
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「福岡・釜山

中心となり、

名の学生が経

第 10 回福岡

た。学生主

である。また

海運会社に就

いう志が会社

プログラム

院大学が、韓

ア学に強みを

した（図 2）。

を行き来しな
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の学習を通

本プログラ

域で学生のモ

広く世界で

ム参加者か

12 年以来、

る。その奨

いる。全員

ジ」での経験

年間の大学で

にしていた。

触媒としての

材となる第一

山大学生未来

福岡側（九

経済・文化・

・釜山フォ

主導の活動を

、やはり本

就職した卒業

社側に高く評

「アジア太

韓国からはソ

を持つ米国ハ
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ながら実施す

ソウル」・「キ
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行われる。
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生がハワイ

パスハワイ
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づき、理解を

2年次ではグ

対する協力

学習をして

 

(1)プログラ

  ①事前学

九州大学

修を義務づ

ぐる国際関

している社

学生を対象

ンターンシ

プレゼンテ

行う。後述

ら事前に提

ンテーショ

て、5 人の

プになり、

調査・研究を

 

 ②「キャ

日韓の共

ョン及び企

で行われる

 ・講義：

日韓が

          

       

日本 in 福岡」

そして 2 年

加学生から選

イで実施され

イ」に参加す

ラムで互いの

を深め、それら

グローバルア

の在り方を模
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ラムの概要 
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関係について

社会人を講師

象に英語と韓

シップで実施
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述するが、企

提示されたプ

ンテーマを

学生が一グ

約 2 カ月か

を進める（図

ャンパス韓国

共通課題を取

企業インター
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日韓関係の

が抱えている
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選抜された学
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らを土台に、
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施する
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ルー

かけて
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取り上げる講
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る共通課題に
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学

ン

次
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化

合科目である

は、韓国への
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き、現場での
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ンパス日本」
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文化体験で

ムに日韓 100
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の渡航前に韓

してもらう。

の体験をもと
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主導で調査を

で構成されて

名、冬季プ

安全保障、

ス。 

図

図
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本学生支援機構

への招待」、

韓国社会をは

教員による

にした講演

している。そ

を行うフィー

ている。講義
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経済開発、

図 3 年間スケ
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なることを再

って正しい

最も高かった

し、社員から

からであろう

ことができ

ムよりも、

味を示し、積

うに、担当

スカッション

することを怠

べないことを

頃の学び方を

考えていくこ

グループで調

判断すること

力して作るこ

くとも反日的

少数意見に過

の場でしか学

象論が、具体

生と接しなが

や考え方を相
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再確認する機

い理解が出来

た。約 2 カ月

コメントを

。不足して

たという感

現場での体

積極的に参加

教員は話題

ンを通じて積

怠らない学び

吸収してい

見直すきっ

との重要性

調査を行い、

との重要性が

ことがとても

的な感情を持

過ぎないのだ

学べないこと

体的なストー

がら、「友達」

対化し、柔
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軟な態度で

日本人学

国という印

に、双方に

いる日本社

分たちであ

《学生

メディ

が大事

いく中

同士な

《学生

ネッ

った情

韓国人学

認識におい

はないか」

ついて改め

《学生

日韓政

た。両

参加し

また、

メリカ

《学生

私は日

しかし

が分か

を育て

プログ

 

          

       

で相手を受け

学生の中には

印象が強かっ

には違いより

社会への警戒

あるという認

生⑤》 

ィアの情報を

事である。実

中で、どうい

なのだという

生⑥》 

ト上はもちろ

情報を鵜呑み

学生からは、

いて偏見が多

という気づ

めて気づいた

生⑦》 

政治摩擦の原

両国間の摩擦

して日本人学

、両国がこれ

カ人講師の講

生⑧》 

日本と日本人

し、プログラ

かったと同時

てることを妨

グラムは日韓

           

        

け入れるよう

は、渡航前に

ったからであ

も共通点が

戒感を表した

認識もにじみ

を批判的に捉

実際に日本と

いう職業・立場

う認識があれ

ろん、書籍で

みにしないよ

日本に対す

多かったので

づきの言葉が

たという感想

原因になって

擦は、問題を解

学生と、敏感

れらの問題に

講義を聞き、

人に対してネ

ラム参加後、私

時に、日本人

妨げるこのよ

韓がどれだけ
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になったと

に参加を躊躇

ある。しかし

が多く、親し

た回答もあり

み出ていた。

捉え、反日・嫌

韓国の学生が

場についたと

れば、世代を重

も嫌韓感情を

う心掛ける必

する見方の変

ではないか」、

が多かった。

想も多かった

いる慰安婦問

解決しようと

感な問題につい

ついて間違っ

アメリカ領事

ガティブな印

私がそのよう

と韓国人がど

うな偏見を克

け重要な協力パ
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という感想も

躇する者もい

し、韓国社会

しみを感じた

、これから

 

嫌韓の構造に

が交流してい

としても、そ

重ねる中で日

をあおるよう

必要があると

変化が見受け

、「日本の素

また、日韓

た。 

問題や歴史認

とする意思と

いて多く話し

った対応をし

事の話を聞け

印象を持って

うな偏見を持

どれほど親密

克服できたこ

パートナーで

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

よく見受け

いた。日頃の

会における日

たという答え

の日韓関係

について何が

いくことが必

その考え方の根

日韓関係は徐

うな媒体が日

と思う。 

けられる。「

素顔に接近し

韓の経済連携

認識問題に対

と意思疎通の

しあいながら

していること

けたことは非

ていた。マスコ

持っていたこ

密になれるの

ことが私にと

であるかを教
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けられる。 

のマスコミ報

本の存在の

さえある。

係を切り開い

本当に正しい

必要だと思う。

根本に日本と

徐々に改善し

本国内では溢

それまでの

ようとする

携などに触れ

対する日本人の

不足だと感

ら、互いの立

に気づいた。

非常に大きな

ミと歴史授業

とがいかに愚

かに気づいた

とっては重要

教えてくれた

』2016 年 3 月
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報道から「反

の大きさに気

嫌韓ムード

いていくのは

いのかを考え

。将来、次世

と韓国は友人

ていくと思

溢れており、

日本と日本

努力を怠っ

れ、両国関係

の見方を知る

じた。今回プ

立場を知るよ

。第三者の立

意味がある。

業の影響を受

愚かなことで

た。グローバ

要なものである

。 
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反日の国」韓

気づくととも

ドが強まって

は次世代の自

えていくこと

世代を担って

人になれる国

う。 

こうした偏

本人に対する

ていたので

係の重要性に

ることができ

プログラムに

うになった。

立場にあるア

。 

受けていた。

であったのか

バルマインド

る。またこの
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(4)グローバ

2015 年

第三の場所

両国の立ち

いて理解を

会を持った

なった。東

とが出来た

学生が一

ンテーマを

くことは決

ーション能

経験出来た

強みである

ることにつ

ンダに挑戦

国の対応で

真剣に議論

らこそ、日

《学生

アカデ

を議論

踏まれ

んだ。

につい

《学生

最終プ

ープで

ら、深

べて英

ど、困

ゼンの

          

       

バルな視点の

にスタート

所で日韓学生

ち位置を考え

を深めること

たことで、ハ

東アジア社会

た。 

一番力を入れ

を絞り、英語

決してやさし

能力を高めた

た。経済をテ

る医療や IT 分

ついてプレゼ

戦するための

では解決でき

論した結果を

日韓関係に閉

生⑨》 

デミックプレ

論に割くこと

れていったの

。そのことで

いて第三者の

生⑩》 

プレゼンテー

で深くまで討

深くまで討論

英語である点

困難を強いら

の概要を大幅

           

        

の涵養 

した「キャ

生が協学する

えるきっかけ

とが出来た。

ハワイと米国

会が抱えてい

れて取組んだ

語文献でのリ

しいことでは

ただけでなく

テーマにした

分野を通じて

ゼンした。日

の基盤として

きない課題に

をプレゼンし

閉じてしまう

レゼンテーシ

とができたと

ので、発表間近

で英語を使う

の立場から考

ーションに向

討論しあう時

論しあうこと

点、経済という

られる場面は

幅に作り直す
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ンパスハワ

る意義を見出

けになり、国

また、ネイ

国本土の関係

いる課題をど

だ事は、アカ

サーチをも

はなかった。

、受け身の

たグループは

て発展途上国

韓経済協力

て両国関係を

にどう向き合

した。ハワイ

のではなく

ションを通して

いう点で 1 年

近に議論が足

機会も増え、

考えることがで

けた調査や討

時間が限られて

ができた。韓

う難しいテー

多々あった。

ことになり、
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イ」に対し

出した感想が

国境をまたが

イティブハワ

係、及び移民

どのように捉

カデミックプ

もとにディス

しかし、こ

の授業では決

は、アジア地

国ミャンマー

力の舞台を東

を捉える好発

合うべきかに

イという第三

、視野を広

て、プログラ

年次のプログ

足りない中で

、プレゼンテ

でき、これま

討論をじっく

ていた。一方

韓国人 2 人と

ーマでプレゼ

。なかなか目

、焦りや不安

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

ては、日本

が多く見られ

がる課題にど

イアンや現

民社会の新た

捉えるか、非

プレゼンテー

スカッション

れらの過程

決して得るこ

地域の貧困問

ーを支援し、

東南アジアの

発表であった

について、グ

三の場所で多

広く持った学

ラムが始まっ

グラムとは大

でプレゼンを完

テーション能

までにない視

くりできた。

方、今回は 3

と日本人 2 人

ゼンの概要を

目的の文献を

安に駆られる
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でも韓国で

れた。グロー

どのように対

現地の移民コ

な傾向につ

非常にインス

ーションであ

ンを重ね、ア

程を通して、

とができな

題に目を付

先進国と発

第三国へ広

。その他の

グローバル社

多様な見方に

学びができた

てから日韓の

大きな違いが

完成させると

力を伸ばすこ

視点を手にで

昨年もプレゼ

週間という時

の 4 人での文

一からつくら

を見つけられ

毎日だった。

』2016 年 3 月
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もない、ハ

ーバル社会に

対応していく

ミュニティ

ついて初めて

スピレーショ

ある。プレゼ

アイデアを発

英語による

ないアクティ

付け、日韓が

発展途上国の

広げ、グロー

の 4 つのグル

社会を視野に

に触れること

たと確信して

の学生がより

があった。各講

という事にも

ことができた

きたと思って

ゼンはあった

時間を十分に

文献探しや意

らなければな

ず、2 週目に

。しかし、図
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ハワイという

おける日韓

べきかにつ

と接する機

知るように

ンを得るこ

ゼンテーショ

発展させてい

コミュニケ

ブな学びを

がそれぞれの

の格差を埋め

ーバルアジェ

ループも、一

いれながら

ができたか

いる。 

り多くの時間

講義で段階が

もならずに済

た。共通課題

ている。 

たが、各グル

に活用しなが

意思疎通がす

ならない点な

に入ってプレ

図書館や学校
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の教室

に良か

ように

 

結びに代え

本プログ

れまで 520

長期留学や

に限定し、

5年前に

運営されて

る。專門課

らない。1、

後は 1、2 年

2 年を 1

交流を通し

を養う深化

を実施する

つ特徴を活

更なるプロ
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松原孝俊

 

2011 年度

ローバル

両国を軸

し、広く

合い、互

プログラ

ーンシッ

参加した

 

          

       

室、部屋に集

かった。少人

に思う。 

えて：1、2 年

グラムは、前

名を超える

や学び方への

目的ある学

に本プログラ

ている。しか

課程に入る前

、2 年生での

年生向けプロ

クールとす

して互いの違

化学習を行な

る予定である

活かし、キャ

ログラムの充

の紹介》 

・崔慶原編

度から 14 年ま

ル人材育成」と

にした国際共

共有するため

互いの良いとこ

ムの企画と運

プの受け入れ

日韓の学生

           

        

集まり、討論

人数であった

年生向けプロ

前身である

る日韓の学生

の再考を促し

学習への意欲

ラムがスター

かし、その多

前に学び方へ

の体験がその

ログラムの開

する本プログ

違いを受入れ

なったことで

る。韓国のソ

ャンパス共有

充実化を図っ

『日韓が共有

までのプログ

というキーワ

共同教育が持

めである。両

ころを学び合

運用にかかわ

れ担当者、文

14 名の報告
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を重ねた結果

ことにより、

ログラムの重

「日韓海峡圏

生が韓国と日

してきた本プ

欲を引き起こ

ートした時と

多くは特定の

への再考を促

の後の大学生

開発・実施に

グラムは、20

れる柔軟さを

で、好スター

ソウルと釜山

有を通じて外

っていきたい

有する近未来

グラムの成果

ワードでまと

持つ意義とそ

両国の学生が

合う姿が描か

わった日韓両

文部科学省の

で構成されて
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果、最終発表

、一人ひとり

重要性 

圏カレッジ」

日本、米国の

プログラムの

こした意義は

とは異なり、現

の学部が運営

促し、長期留

生活や長期留

に最も力を入

015 年度で 1

を養い、2 年

ートを切れた

山、日本の福

外国の学生と

い。 

来へ』本の泉社

果を「学生交

とめた。海峡

その可能性を

が交流を通じ

かれている。

両国の教員と

の関係者の論

ている。 

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

表では、その成

りが日韓米関

を含めれば

のハワイでキ

の効果を考え

は大きい。 

現在は学内外

営主体となり

留学への動機

留学への関心

入れるべきで

クールを終

年次にハワイ

と確信して

福岡、米国の

協学するこ

社、2015 年。

流」と「グ

を挟む日韓

社会へ発信

て、分かり
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考、そして
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成果を十二分

係について深

ば、5 年間の

キャンパスを

れば、参加

外で多くの短

、專門に特

機づけを与え

心を左右する

ではないかと

終えたばかり

大学に集ま

いる。今後

ハワイとい

とに引き続

。 

』2016 年 3 月
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分に発揮でき

深く考えるこ

の蓄積を有し

を共有して学

加条件を 1 年

短期プログラ

特化されてい

えるプログラ

る影響の強さ

と思われる。

りである。1

まり、グロー

、2018 年ま

いうそれぞれ

続き重点をお
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きたため非常

ことができた

ている。こ
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年生と 2 年生

ラムが企画・

いるものであ

ムは見当た

さを鑑み、今

 

年次の日韓
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まで 4 クール

れの場所が持

おきながら、

0 
 

 

 

常

た

生

あ

今

韓

ル

持



           

 

       

Nagoy

-海外事

Nagoy

Impleme

 

 

1. はじめ

 名古屋大

大生という

学促進のた

〜1 学年間

大学生の派

制（専任教

人を越え、個

と様々なメ

          

       

ya Uni

事務所を

ya Uni

entatio

キ
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講座や留学個

の企画と運
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している。
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 特にここ
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や協定校割

その結果、

名、今年度

生は 200 名

格者に多く

果的に作用
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る拍車がか
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外事務所と

そこで見え
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これま

② 学習内容

事後授

          

       

年々増加して

こ数年海外留

換留学等の中

てきたのは主

割引等が適用

参加学生の

度（平成 27 年

名を超える見

含まれてお

用しているこ

援事業（タイ

かかっている

は、上述した

と連携して立

えてきた課題

Nagoya Univ

TI 設立の経

採択された T

を卒業までに

ている。具体

る留学プログ

外留学部門は

しての役割を

y Overseas 

は、交換留学

発足した。NU

大学の海外拠

フがサポー

での協定校

容の明確化

業の 3 部構成

           

        

ている。 

留学部門が力

中・長期留学

主に協定校が

用され、比較

の口コミも手

年度）はさら

見込みである

おり、その海

ことも判明し

プ A）(以下

る。 

た背景をもと

立ち上げた「

題と今後の展

versity Ove

緯と概要 

GU では、名

に経験する」

体的には、平

グラムに参加

は全学間の海

を大きく担っ

Take-Off I

学プログラム

U-OTI として

拠点である海

トする、また

でのプログ

と授業化（卒

成、フィール

           

              

独

力を入れてき

学に結びつけ

が開講する夏

較的安価に参

手伝って 10 年

らに参加者が

る。毎年度の

海外短期研修

している（岩

下、TGU とい

に筆者らが

「講義一体型

展望について

erseas Take

名大生の海外

ことを目標

平成 28 年度に

加できること

海外研修プロ

っている。目

Initiative1

ム、及び単位

ての海外短期

海外事務所を

たは海外留学

ラムも引き続

卒業単位付与

ルドワーク
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きたのが、1，

ける「お試し

夏期・春期研

参加出来る魅

年前には数名

が増え、海外

の交換留学内

修の経験が交

岩城, 2012）。

う)に本学が

が所属する国

型」NU-OTI 海

て議論する。

e-off Init

外留学に関し

標の 1 つに掲

には 500 人、

とを目指す。

ログラムを企

標実現のた

（以下、NU

位化を伴う海

期研修の主な

を中心とした

学部門の教員

続き拡大して

与：1-2 単位

・調査活動の

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

2 年生次に

し留学」であ

研修プログラ

魅力的なプロ

名だった短期

外留学室が関

内定者には「

交換留学への

。また、平成

が採択され、

国際教育交流

海外短期研修

 

iative (NU-

して、「10 年後

掲げ、全学的

、平成 31 年

その中で、

企画運営する

ため、海外留

-OTI[ニュー

海外短期研修

な特徴は以下

た海外短期研

員が引率する

ていく） 

位、柔軟な履

の導入） 

『留学交流』
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に海外短期研

ある。海外短

ムであり、

グラムも存

期研修参加者

連するプロ

「お試し留学

モチベーシ

成 26 年度に

名大生の派

流センター海

修プログラム

-OTI) 

後には全ての

的な取り組み

年度には 1,00

筆者らの所

組織として

学部門が主

ーオッティ]

修プログラム

下の通りであ

研修プログラ

る（ただし、

履修登録方法

』2016 年 3 月
                   

             

JASSO. All rig

研修を経験さ

短期研修先と

その理由は

存在するから

者も平成 26

グラムにて

学」を経験し

ション向上や

にスーパーグ

派遣留学促進

海外留学部門

ムを紹介する

の学生が何

みとして派遣

00 人の学生

所属する国際

て、この数値

主体となり、

という）を

ムの総称で、

ある。 

ラムを立ち上

、これに限定

法、事前授業

月号 Vol.60
           

            

ghts reserved.

させ、3 年次

して名大生

は授業料免除

であった。

年度は 155

派遣する学

た学生が合

や維持等に効

グローバル大

進にはさらな

が本学の海

るとともに、

らかの形で

遣学生の増加

生派遣を単位

際教育交流セ

値目標達成の

Nagoya 

始動した。

TGU 採択を

上げ、現地

定しない。

業-海外研修-

0 
 

 

 

次

生

除

5

学

合

大

な

海

位

-



           

 

       

③ 名大生が

④ 保護者理

 

2.2. 海外事

 上述した

で奨励して

本の大学の

が提供する

は明らかだ

活用し、名

独自の海外

事務所設置

て立ち上げ

事務所には

教員が常駐

エージェン

期研修の一

全危機管理

ンの円滑性

   

No. 事

1 
中
セ

2 
ウズベ

事

3 
ヨー
セ

4 
バ
事

5 
テクノ
ートナ

(N

          

       

が選択しやす

理解の促進

事務所におけ

たように、海

てきた。しか

の学期中にあ

るプログラム

だった。そこ

名大生のニー

外短期研修プ

置国の協定校

げることとな

は修士号以上

駐しており、

ントや旅行会

一部を委託す

理面とコミュ

性を考えると

表 1

事務所名 

中国交流 
センター 

ベキスタン 
事務所 

ーロッパ 
センター  

バンコク 
事務所   

ノロジーパ
ナーシップ
U-Tech) 

           

        

すいよう参加

と金銭的負担

ける NU-OTI

海外留学部門

かしながら、

あたるため、

ム数と実績で

こで、協定校

ーズにあった

プログラムを

校の協力を得

なった。海外

上を取得した

外部の留学

会社に海外短

するより、安

ュニケーショ

と利点は多か

 名古屋大

海外短
研修名

同済大
夏期短期中国

日本-ウズベ
友好交流の
シルクロー

フライブル
短期ドイツ

タイにおける
のグローバル

米国の大学
ビジネ

           

              

独

加プログラム

担を緩和する

海外短期研

門では学生に

それらは協

名大生には

では、TGU 構想

校でのプログ

た

を

得

外

た

学

短

安

かった。 

大学海外事務

短期 
名 

大学 
国語研修

キスタン
のための 
ード研修 

全

ルク大学 
ツ語研修 

日系企業
ル展開学習

全

学生活と 
ネス 

全
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ムの難易度

るための制度

研修の立ち上

に対し協定校

協定校の夏期

は参加が難し

想で掲げた全

グラムを拡大

務所における

授業種類
(教養教育院)

言語文化Ⅲ
文化事情
(中国語)

全学教養科目
(特別講義)

言語文化Ⅲ
文化事情

(ドイツ語)

全学教養科目
(特別講義)

全学教養科目
(特別講義)

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

レベルと研修

度の設立（学

上げ 

校が開講する

期休暇中(6-7

しいという問

全学生を留学

大しつつ、本

海外短期研

 
担当部

中国語科
海外留学

 
海外留学

独語科
海外留学

 
海外留学

 
海外留学

『留学交流』
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修内容の明確

学内奨励金制

既存の短期

7 月)に開催

題もあった

学させる目標

本学が海外に

修プログラ

部署 
開始
年度

科& 
学部門

H22 年

学部門 H27 年

科& 
学部門

H23 年

学部門 H27 年

学部門 H27 年

』2016 年 3 月
                   

             

JASSO. All rig

確化 

制度や留学積

期研修への参

されるもの

た。また、現

標を実現で

に展開してい

ム 

始 
度 

授業化
開始年度

年 H28 年 

年 H27 年 

年 H25 年 

年 H28 年 

年 H27 年 

月号 Vol.60
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積立金制度）

参加をこれま

も多く、日

現在の協定校

きないこと

いる事務所を

 
度 

参加
人数

14 

12 

25 

13 

35 

0 
 

 

 

 

校



           

 

       

国際教育

7 事務所は

研究センタ

海外事務所

と、海外留

実施してい

 海外事務

ション面に

所の主な機

収集、③設

口としての

大生の海外

内容を決定

渡航手続支

調整、そし

 平成 25 年

ち上げを開

スカイプ会

る方法で打

は、研修中

たことが功

えながら精

るかが課題

 

2.3. 授業

 協定校に

門宛に送付

きた単位を

では、全て

する仕組み

も研修参加

る目的もあ

          

       

育交流本部が

管轄下）。そ

ター)が管轄す

所で海外短期

学部門は平

いる（参加人

所で海外短期

おける利点に

能は、①外国

置国の大学等

機能が強かっ

研修を企画す

することを前

援（引率含む

て、研修中の

年度末から、

開始した。研

会議、膨大な

打ち合わせの

中のロジステ

功を奏し、各

精査し、より

題となってい

業化（単位付

における海外

付されてくる

を認定する仕

てのプログラ

みを作り、従

加へのモチベ

あった。 

           

        

が管轄・連携

その他、別部

する事務所も

期研修を立ち

成 28 年 2 月

人数は H27 年

期研修を立ち

に加えて、海

国人留学生の

等との共同研

ったが、海外

することが国

前提に、海外

む）を行い、

の引率を担当

、海外留学部

研修立ちあげ

なメールのや

の機会を設け

テッィク面に

各研修とも円

良い研修作

いる。 

付与） 

外短期研修で

るが、本学で

仕組みが全学

ラムを教養教

従来の短期研

ベーションの

           

              

独

携している海

部局(アジアサ

も存在するが

ち上げること

月現在、表 1

年度実績予定

ち上げること

海外事務所の

のリクルート

研究サポート

外短期研修プ

国際教育交流

外留学室はプ

海外事務所

当することと

部門は米国、

げにあたって

やりとり、海

け、研修内容

にかなり時間

円滑に進んだ

作りに取り組

では、研修終

では部局ごと

学的に確立し

教育院（共通

研修との差別

の 1 つと位置
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海外事務所は

サテライト

が、海外留学

とにした。こ

にある海外

定人数）。 

とを企画した

の機能拡大を

トと本学の広

トなどであっ

プログラムの

流本部で提案

プログラムの学

所は、現地で

となった。 

タイ、ウズ

ては、海外留

海外事務所教

容と安全危機

間が割かれた

だといえる。

組んでいる。

終了後に参加

とに単位認定

していない。

通教養科目を

別化を図った

置づけ、所属

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

は、図 1 にあ

キャンパス

学部門は主に

れまで授業

外事務所 5 カ

のは、上述し

見込んでのこ

報活動、②現

た。その中で

拡大に伴い、

された。役割

学内周知、授

の受入大学と

ズベキスタン

留学部門教員

教員の来日に

機管理対策を

たが、慎重に

現在は、研

特に、参加

加学生の成績

定の仕組みが

これを改善

を開講する部

た。参加した

属部局によっ

『留学交流』
           

             

構 Copyright © 

あるように現

、法学研究科

に国際教育交

業化無しで実

所にて海外

した安全危機

ことであった

現地の教育・

でも、①の外

、海外事務所

割分担として

授業化・実施

との調整、研

ンの事務所と

による現地

合わせた会

協議し研修

そして綿密

研修の内容を

学生の学習

績証明書や単

が異なるため

するために

部局）が開講

研修をしっ

て異なる単

』2016 年 3 月
                   

             

JASSO. All rig

現在 8 拠点存

科・法政国際

交流本部が連

実施している

外短期研修プ

機管理面とコ

た。これまで

・研究事情に

外国人留学生

所の新たな機

ては、協働で

、奨学金申請

研修中のロジ

連携して海

地訪問・視察

会議など、あ

修実施に臨ん

密に話合いを

を参加学生の

習効果をどの

単位認定書が

め、参加学生

、NU-OTI 海

講する科目と

かり単位認

単位認定の方

月号 Vol.60
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存在する（内

際教育協力

連携している

もの含める

プログラムを

ミュニケー

での海外事務

に関する情報

生受入れの窓

機能として名

でプログラム

請、そして、

ジスティック

海外研修の立

察、テレビ・

ありとあらゆ

んだ。初年度

進めて行っ

意見も踏ま

ように上げ

が海外留学部

生が取得して

海外短期研修

して授業化

認定すること

方法を改善す

0 
 

 

 

る

を

立

げ

部

修

化



           

 

       

 

 NU-OTI と

底させた。

必要な学習

して、全学

した。事前

成績評価を

 

2.4. NU-

 名大生の

時代にホー

を経験して

くない。そ

化経験の多

は学生自身

研修プログ

し、各プロ

いる(図 2)

 1 つ目が

える語学学

程度の語学

などの調査

インターン

た、これま

ている。 

時期 

研修前

研修中

研修後

          

       

としての海外

研修前の事

習要素（表 2

学部生の卒業

前・事後授業

をしている。

-OTI 海外短期

の中には、す

ームステイや

て大学に入学

そこで名大生

多様性を踏ま

身のニーズに

グラムを選択

ログラムを 3

。 

が海外短期研

学習、及び異

学力や海外経

査を行う「ス

ンシップ等の

までと同様に

 

【7 回

願書記

学習、

 

【2-4

研修種

ョナル

 
【3 回

調査発

           

        

外短期研修は

事前授業（7 回

2）を取り入

業単位として

業と現地研修

 

期研修プログ

すでに中学・

や短期語学研

学する学生も

生の語学力や

まえて、NU-O

に合った海外

択できるよう

段階に分類

研修の定番と

異文化体験を

経験がある学

テップアッ

の実践活動や

に、協定校が

表 2

程度の講義

記入・渡航準

留学先国・

週間】 

種類・テーマ

ル型」） 

程度の講義

発表、今後の

           

              

独

は 2〜4 週間

回程度）と帰

入れることと

て認定される

修中の課題と

グラムの種類

高校

研修等

も少な

や異文

TI で

外短期

工夫

類して

も言

を中心とする

学生に向けた

プ型」として

やグローバル

が主催する短

 「講義一

】 

準備（語学学

大学事情、

マにあった学

】 

の学生生活の
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間であるが、

帰国後の事後

とした。これ

る教養教育院

と成績を合わ

類 

る研修であり

た研修で、現

ている。そし

ルキャリアを

短期研修プロ

体型」海外

学習・スタデ

安全危機管

学習（「お試

の過ごし方、

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

授業化に伴

後授業（3 回

れを「講義一

院の「全学教

わせて、授業

「お試し型

現地で専門講

して 3 つ目を

を視野に入れ

グラムもこ

短期研修の

内容 

ディスキルズ

管理等 

し型」、「ステ

交換留学へ

『留学交流』
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伴い研修前後

回程度）を一

体型」海外

教養科目」と

業を担当する

型」と呼んで

講義の受講、

を「プロフェ

れたプログラ

の 3 つのレ

概要 

ズ）、問題意識

テップアップ

への道筋、就

』2016 年 3 月
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後の授業実施

一体化させ、

外短期研修プ

いうカテゴ

海外留学部

でいる。2 つ

またフィー

ェッショナル

ムを用意し

レベルに当て

識の立て方、

プ型」、「プロ

就職活動につ

月号 Vol.60
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施を充実、徹

それぞれに

プログラムと

ゴリーで開講

部門の教員が

目は、ある

ールドワーク

ル型」とし、

ている。ま

はめ紹介し

調査方法

ロフェッシ

ついて 

0 
 

 

 

徹

に

講

が



           

 

       

2.5. 授業

 教養教育

登録時期と

期開始の数

り、学生は

らない。 

 しかしな

学期が進む

ば、なおさ

ことができ

い学生の例

ログラム周

まり、夏期

来のものよ

 二つ目は

時間割は各

年生の参加

いう状況を

位置づけ、

い場合は、

 

2.6. 経済
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より遙かに延

は、多くの名

各学部により

加需要も少な
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いように礼儀

ちは彼を家族

の理想とする

受けた恩を返

者奨学金 

士課程または

学している者

タリー米山記

h

までの 12 ヵ月

ドル ※入学

（エコノミー

0,000 台湾

（申込書類必

書類審査、８

考委員会にお

6 年は２名募

国立政治大学

国立台湾師範

国立台湾大学
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5 年５月現在

前のことです

いるのも特徴

知り合う機会

普通の留学で

学金で支援

います。この

います。 

「この奨学金

や体験を伺う

儀や振る舞い

族のように大

る「奉仕の精

返そうという

は博士課程に

者。 

記念奨学会ホ

http://www.

月 

学金、授業料

ークラス）と

ドル） 

必着：公益財

月初旬合否

おいて、書類

募集の予定

学大学院）

範大学大学院

学、国立高雄

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

在）で、中国

す。歴史があ

徴です。留学

会を持つこと

では出会えな

した日本人

の米山学友の

金でしか得ら

ことは、学

いを磨こうと

大切に見守り

精神」が心に

思いが常に

正規生とし

ホームページ

rotary-yon

料、宿泊費は

奨学金期間

財団法人ロー

否発表 

類選考を行う

です） 

院） 

雄師範大学）
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国、韓国に次

ある分、台湾

学において、

は簡単では

ない人々に出

留学生は 14

中には帰国

られなかった

学校では学べ

努めること

り、台湾留学

根付いてい

心にあるの

て入学する

掲載の募集要

neyama.or.j

は個人負担 

中の健康保

ータリー米山

。 
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次ぐ多さです

湾の米山学友

企業の経営

はないでしょ

出会え、味わ

4 名。皆、米

国後ロータリ

た交流があり

べないことで

で、人間と

学の成功を応

います。東日

のです。 

予定のある

要項をご覧

jp/taiwan-s

保険加入料の

山記念奨学会
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す。最初の奨

友はすでに台

営者や医師な

う。 

わえない経験

米山学友たち

ークラブに

ります。様々

す。そして

して成長で

応援します。

本大震災で

者。あるい

ください。）

scholarship
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２．ロータ

ロータリ

リークラブ

益財団法人

これまで

年まで遡り

当時の会長

構想でした

「日本のロ

ロータリ

で活躍し、

返さないた

平和日本を

３．ロータ

ロータリ

が世界的に

な奉仕を行

ることを奨

ラブが誕生

した。現在

下幸之助や

奉仕をす

連合組織が

際親善奨学

                  
2 ロータリ

          

       

年（第四期）

年（第五期）

年（第六期）

年（第七期）

タリー米山記

リー米山記念

ブ会員からの

人の認可を得

でに支援した

り、その設立背

長古沢丈作氏

た。「米山」と

ロータリーク

リー米山記念

ロータリー

ために国際親

を肌で感じて

タリークラブ

リークラブと

に結びあった

行い、あらゆ

奨励し、世界

生し、会合を

在、200 以上

やジョン・Ｆ

するロータリ

が国際ロータ

学金」やポリ

                  
ー会員のこ
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 ２名（共

 ２名（国

 ４名（国

記念奨学会と

念奨学会は日

の寄付を原資

得ています。

た留学生の数

背景には第二

氏によって立

いうのは、日

クラブの父」

念奨学事業の

ー運動の良き

親善と世界平

てもらいたい

※

ブとは 

とは、事業お

た世界初の奉

ゆる職業にお

界理解と平和

を会員の事務

の国と地域

Ｆ・ケネディ

リアン個人の

タリーです。

オの撲滅な

              
とをロータ
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国立台北教育

共に国立台湾

国立政治大学

国立政治大学

とは 

日本の大学や

資にして奨学

 

数は 123 の国

二次世界大戦

案されたのが

日本最初のロ

と呼ばれる

の使命は、「将

き理解者とな

平和に寄与し

い。そんな当

※米山梅吉氏

および専門職

奉仕クラブ団

おいて高度の

和を目指して

務所で「輪番

に 35,000 を

、マーガレ

の集まりがロ

国際ロータ

などの様々な

リアンと呼
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育大学大学院

湾藝術大学大

学大学院、国

学、同大学大

や大学院、専

学金を支給す

国と地域から

戦の終戦があ

が、日本に留

ロータリーク

る米山梅吉氏

将来、日本

なる人材を育

したい。そのた

当時のロータ

氏と東京ロー

職務に携わる

団体です。人

の道徳的水準

て尽力してい

番制」で開い

を超えるクラ

レット・サッ

ロータリーク

リーには「

なプログラム

びます。 

ブマガジン
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院、国立台湾

大学院） 

国立台湾師範

大学院、東海

専門学校など

する団体です

ら 18,000 人

ありました。

留学する留学

クラブである

氏の名前から

と世界とを結

育成すること

ために、海外

リー会員た

ータリークラ

る人々

人道的

準を守

います。1905

いたことから

ラブがあり、

ッチャーもロ

クラブとなり

ロータリー財

ムが実践され
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範大学大学院

海大学、国立

どに留学する

す。1967 年に

を超えていま

。戦後、東京

学生のための

る東京ロータ

とったもの

結ぶ『懸け橋

」です。二

外から優秀な

ちの強い願

ブについて

年、アメリ

ロータリー

120 万人以

ータリアン

り、世界各地

財団」という

れています。
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院） 

立高雄第一科

る留学生に対

に財団法人、2

ます。その起

京ロータリー

の奨学事業、「

タリークラブ

のです。 

橋』となっ

二度と戦争の

な留学生を迎

願いがありま

ては本記事の

カのシカゴ

ークラブと名

以上の会員が

ン2でした。 

地のロータリ

う基金が設立
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2012 年に公

起源は 1952

ークラブで、

「米山基金」
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て国際社会

悲劇を繰り

迎え入れて、
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の最後に記載

ゴで最初のク

付けられま

がいます。松

ークラブの

立され、「国

0 
 

 

 

公

2

載 

 

松

の



           

 

       

４．台湾米
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「台湾に

ンの寄付に

生に限定さ
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の思いから

化・風俗・

まずは日本

こうして

し、2009 年

当時の理

が、それで

現すること

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  
3 許國文氏

事長、羅東
4 年に一度
5 阮允恭氏

          

       

米山学友会 

源の言葉に従

の発案者であ

にも米山記念

による国内大

されています

ろうがなかろ

ら、恩返しの

歴史などを

本から留学生

て日本人を対

年９月、第一

理事長（学友

では私たちの

とに意味があ

                  
（キョコク

東西ロータリ

、台湾米山学

（ゲンイン

           

        

従って、ルー

ある許國文氏

念奨学会と同

大学の修士課

す。そして、

ろうが、米山

の気持ちを込

を理解しても

生を招こうと

対象とした奨

一期奨学生１

友会会長）、

の気持ちが飛

ある。徐々に

              
ブン）中華民

ークラブ設

学友の集まる

キョウ）中
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ーツを掘り下

氏3はその提案

同じように、

課程、博士課

私は元米山

山記念奨学金

込めて、米山

もらい、国際

思いました

奨学金制度の

１名の採用と

阮允恭さん5

飛んでしまう

にその気持ち

民国扶輪米山

設立メンバー

る総会（同窓

華民国扶輪

2015 年
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下げて行きま

案について次

『中華扶輪

課程の学生の

山奨学生が、

金に感謝の心

山記念奨学金

際交流と世界

た。」 

の原案が台湾

となりました

5は言います

。ひとりひ

ちを広げて、

山會第五代理

ー、05-06 年度

窓会）が台北

米山會第四

年 12 月 19 日

ブマガジン
          

           

本学生支援機構

ましたが、こ

次のように話

輪教育基金会

のための奨学

仕事におい

心を持たなけ

金に倣い、外

界平和を促進

湾学友会総会

た。 

す。「企業に大

ひとりが恩返

台湾全土に

理事長、財団

度国際ロー

北で開催され

代理事長、

日開催 台湾
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こで奨学金

話しています

』がありま

学金ですが、

いてある程度

ければならな

外国人を台湾

進したいと考

会4で発表さ

大きな寄付を

返しの気持ち

米山の花を

団法人羅許基

タリー第 34

れ、日本や中

瑞鋼貿易（股

湾学友会総会

』2016 年 3 月
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金に話しを戻

す。 

す。台湾の

その対象は

度成功した後

ないと思って

湾留学に招き

考えました。

れると、学

を頼めば基金

で寄付を出

を咲かせたい

基金会羅東博

490 地区ガバ

中国からも参

股）公司 総

会にて ＠台北
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戻します。こ

ロータリア

は台湾籍の学

後、ロータリ

います。そ

、台湾の文

もちろん、

学友皆が賛成

金は増える

し合い、実

い。」 

博愛病院 理

バナー 

参加します。

総経理 

北 
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５.奨学生に

この「台

奨学金が渡

ほぐしてく

ます。日本

活躍する米

生の気持ち

で、研究のア

第四期奨

子のように

友との出会

ています。

「一人の

二人、三人

温かい気持

年を重ねる

きます。だ

い存在で、

境遇の方が

と思います

もうひと

をご紹介し

台湾美化

          

       

になって 

台湾米山学友

渡されます。

れるのが、

本留学を経験

米山学友たち

ちが分かりま

アドバイスも

奨学生 名嘉

に接してくれ

会いについて

 

の人と出逢え

人と、石を投

持ちで見守っ

るにつれ、親

だからこそ、

そのお一人

がいれば、今

す。」 

とり、第六期

します。 

化活動にも参加

           

        

友会日本人若

合格後初め

米山学友た

験し、台湾国

ちは、日本人

ます。人脈も

もしてくれま

百子さんは

れる台湾の米

て次のように

えば、また一

投げた水面が

ってくれます

親心をもって

台湾米山学

人お一人との

今度は私がそ

期奨学生、三

加 
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若手研究者奨

めて台湾学友

たちの笑顔と

国内で

人留学

も豊富

ます。 

、親

米山学

に話し

一人、

が波打つよう

す。また、社会

て諭し導いて

学友会を通じ

の繋がりを大

その縁を繋げ

三浦崇志さん
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奨学生」にな

友会の役員に

と日本語です

に、人との

会人としての

て、チャンス

じて知り合う

大切にいきた

げられるよう

んからのメッ

ブマガジン
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なると、台湾

に会う日本人

す。そして、

の繋がりが広

のマナーや日

スを与えてく

ことができ

たいと思うの

米山学友会

彼女

指す後

その後

合格、

七期奨

は偶然

タリー

縁は次

始まる

 

ッセージ「こ
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湾学友会の理

人奨学生は緊

大きな名前

広がります。

台双方の常

れる人の数

た方々は私

です。そし

会での活動を

女はこの言葉

後輩にこの奨

後輩はこの奨

第七期奨学

奨学生のうち

然にも台湾の

ー米山記念奨

次の縁につな

る国際親善に

これから奨学

』2016 年 3 月
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理事会に出席

緊張します。

前入りの旗で

皆さんは親

常識も教えて

数は年々少な

私にとってか

して、いつか

を是非ともお

葉通り、台湾

奨学金のこと

奨学金に申込

学生となりま

ちのひとりの

の米山学友で

奨学事業から

ながり、民間

に貢献してい

学生となるみ
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席し、そこで

その緊張を

大歓迎され

親心のような

くれます。

くなってい

かけがえのな

か私のような

お伝えしたい

湾留学を目

とを伝え、

込み、見事

ました。第

の指導教官

です。ロー

ら生まれた

間交流から

います。 

みなさんへ」
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台湾米山

ても米山学

ることがで

ないと耳に

な費用、更

大学院生活

毎日勉強し

らです。金

奨学生と

の場合、こ

を得てきま

卒業後の計

６．支援の

開始当初

台湾の米

本のロータ

また、第

ています。

文化を理解

くつかあり

          

       

山奨学生とし

学友会の皆様

できているか

にしたことが

更に学外の活

活を営んでい

していてもテ

金銭面での援

として経験で

この一年を通

ました。それ

計画をより具

の広がり 

初は年１名の

米山学友が

タリアンや、

第七期（201

そのロータ

解させること

りますが、ロ

           

        

して選んでい

様や他の奨学

からです。台

がありました

活動に参加す

います。しか

テスト前にな

援助があると

できることす

通じてロータ

れは、台湾社

具体的に設計

の採用でした

「恩返し」を

その家族に

5 年度）採用

リアンは、

とが重要であ

ロータリー米

第五
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いただけた事

学生の方々に

台湾へ来る前

たが、それは

する義務があ

かし我々日本

なると時間が

いうことは

すべてが将来

リークラブ

社会で成功す

計できる大き

たが、第三期

を形にしたこ

にも広がって

用数の増加に

「日台間の親

ある」と言っ

米山記念奨学

五期、六期奨
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事は本当に幸

に支えていた

前、物価の違

は少し違いま

あります。そ

本人学生はア

が足りないと

は台湾での生

来にとって大

ブの活動に参

するためのよ

きなきっかけ

 

期は２名とな

この奨学金へ

ています。

にはひとりの

親睦関係を一

っています。

学事業は日本

奨学生と第六

ブマガジン
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幸運でした。

ただき、十分

違いから生活

ます。学生生

そのために台

アルバイトに

感じるほど

生活が長くな

大きな影響を

参加し多くの

より実践的な

けとなってい

なり、第七期

への賛同の輪

の台湾人ロー

一層深めるた

ロータリー

本のロータリ

六代理事長家
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金銭面だけ

分な余裕をも

活面において

生活以外にも

台湾人学生は

割く時間は

ど授業につい

るほどあり

を持つことは

経営者の方

知恵を学べ

います。 

期は４名の採

輪は、台湾米

ータリアンの

ためには、両

ーには新世代

ー独自の事

家族とともに

』2016 年 3 月
                   

             

JASSO. All rig

けではなく精

って台湾で

て金銭面であ

大学院生は

は普段アルバ

はありません

いていくこと

がたい事な

は間違いあり

方々とお話し

べただけでな

採用となりま

米山学友だけ

の寄付が大き

両国の新世代

代育成のプロ

事業です。 

に 
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精神面におい

の生活を送

あまり苦労し

は研究に必要

バイトをして

ん。なぜなら

が困難だか

のです。 

りません。私

をする機会

く、研究や

ました。 

けでなく、日

きく影響し

代にお互いの

グラムがい
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米山学友

運動の良き

タイ、ネパ

友による奨

学友がロー

米山学友

育成へ「恩

 

米山梅吉氏

米山梅吉

静岡県長泉

活を送りま

帰国後、

三井銀行に

を創立し取

早く信託会

の貢献”とす

の基盤を作

晩年は財

癌研究の助
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書評 

綿貫健治著『世界大学ランキングと日本の大学』（学文社） 

Book Review 

K. Watanuki“World University Rankings & Universities 

in Japan” 

                           

東京工業大学留学生センター／総合理工学研究科環境理工学創造専攻・准教授 

佐藤 由利子 

SATO Yuriko 

 (Associate Professor, Tokyo Institute of Technology) 

                           

キーワード：大学ランキング、ワールドクラス・ユニバーシティ（WCU） 

                           

2015年の世界大学ランキングにおける中国など他のアジア圏の大学の台頭と日本の大学の順位降下

は、大きな危機感をもって報道された。安倍政権による「日本再興戦略」に「今後 10 年間で世界大学

トップ 100 に 10 校ランクイン」といった具体的目標が掲げられた中でのこの結果に、「日本の大学は

いったい何をしているのか」という批判的論調が、経済界や政府関係者から相次いだ。2004 年に世界

総合大学ランキングが始まった頃には「ランキングで大学の実力が評価できようか」という超然とし

た態度を示していた大学関係者も、今やその社会的影響力の大きさに、ランキングに対して無関心で

はいられなくなっている。 

本書は、米国等における企業勤務を経て国立大学教員となり、国際教育事業会社クアクアレリ・シ

モンズ（QS）の国際教育者会議で日本代表としてアカデミック運営委員を 6 年間務めていた著者が、

大学ランキングの効用を前向きに捉え、日本の大学がランキングを上げ、世界的に通用するワールド

クラス・ユニバーシティ（WCU）（筆者の定義では世界大学ランキング 100 位以内）になるために取る

べき措置を具体的に述べた本である。 

第 1 部「日本の大学の現状と危機」、第 2 部「世界大学ランキング評価機関とその活動」、第 3 部「世

界大学ランキングにおける日本」の 3 部から構成されている。第 1 部では、少子化が進行し、日本に

来る留学生、日本から海外に行く留学生の数が共に停滞し、教育財政が逼迫するといった日本の大学
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を巡る急速な環境の変化に警鐘を鳴らし、効率化、グローバル化、教育の質の向上及び世界通用化を

断行し、ランキングを上げ、世界の高等教育競争に勝ち抜くべきであると述べている。また、ランキ

ング上昇の効用として、留学生を増やし、学生交流の相手先大学を見つけるのが容易になり、コスト

をかけずに大学の知名度を上げ、（地方の国際大学に留学生が集まることによる）地域活性化、（競争

への緊張感保持による）大学の質の向上、（QS の国際交流会議などでの情報交換や優秀人材のリクル

ート活動を通じた）グローバル人材の育成にもつながると説いている。 

第 2 部「世界大学ランキング評価機関とその活動」では、タイムズ・ハイヤー・エデュケーション

（THE）、クアクアレリ・シモンズ（QS）、上海交通大学、ＵＳニューズ、ＥＵ等による世界の主要な大

学ランキングの歴史と特徴、関連活動を紹介している。 

第 3 部「世界大学ランキングにおける日本」においては、まず、主要なランキングにおける上位校

の地理的分布を分析し、THE の上位 800 校の 3 分の 2 を欧米の大学が占めること、THE でも QS でも、

上位 10 校はアングロサクソン（英国・米国）系の大学による固定化傾向が見られること、100 位以内

におけるアジアの大学の割合は、THE で 11 校、QS で 17 校とまだ少ないが、香港、シンガポール、中

国、韓国などの他のアジア諸国が日本の大学を激しく追い上げ、追い越しつつあることを指摘する。

そして、このような現状を踏まえた上で、日本の大学が、世界大学ランキング 100 位以内の WCU にな

るための提言を行っている。具体的には、①ランキングに入る覚悟を決めよ、②世界標準のグローバ

リゼーションをねらえ、➂明確な数値目標と学長の強いリーダーシップを持て、④エキスパートの登

用と専属部隊を置け、⑤大学のブランドを強化せよ、➅ステークホルダーとの協力関係を強化せよ、

➆戦略的な指標分析を行うべし、の７つである。 

この内、①では、大学ランキングは「日本再興戦略」の目標に組み入れられ、競争力強化の有力な

手段と認められたので、大学はその向上に向け、「ルビコン河」を渡る覚悟を決めて取り組むべき、と

述べ、②では、ランキングなどの世界標準に合わせたグローバル化を勧めている。続く➂～➆は、そ

の具体的手段と位置づけることができるだろう。 

 本書は、世界大学ランキングにおいて日本の大学の多くが他のアジア諸国の大学に押されて順位を

下げるという状況の中でタイムリーに出版され、ランキングの効用を前向きに捉え、ランキング上昇

のための具体的方策を示している。しかし、ランキングが、英語圏諸国の大学（英語が世界言語であ

るため、留学生や外国人材獲得に優位性を持ち、留学生比率や外国教員比率が高い）に有利に働き、

高いランキングがさらに留学生や外国人材を惹きつけるといった、ランキング自体が持つ構造的問題

には十分に触れられていない。大学ランキングにより、英米のトップ大学を頂点とする一元的な序列

が成立する中、日本の大学の価値と競争力が、現在のランキングの指標によって十分に表されている

のかどうか、多元的視点によって振り返り、現状の大学ランキングに反映されていない点については、

積極的に発信していくことも必要ではないか、という感想をもった。 



 【 会場のご案内 】 
 交通：ゆりかもめ「船の科学館」東口より徒歩約3分 

          りんかい線「東京テレポート」B出口より徒歩約15分 

    開催日時：2016年3月17日（木）10:00〜16:30 （開場 9:30） 
    会場：東京国際交流館プラザ平成 国際交流会議場（東京都江東区⻘海2-2-1） 

海外留学による学びの向上 
－留学の学習成果分析 

Assessment and Facilitation of  
Study Abroad Learning Outcomes 

独立行政法人日本学生支援機構（JASSO） 海外留学支援制度シンポジウム 

Japan Student Services Organization (JASSO) Symposium on Student Exchange Support Program 

 

 【 プログラム 】 
 

 ・海外留学⽀援制度（協定派遣・協定受⼊）評価分析報告書について 
 

 ・基調講演 
     導⼊：留学による学習成果の分析について 
     基調講演：「留学による学習成果の分析について（仮題）」 
       （IBAVI/James Madison University  Craig N. Shealy氏） 
     事例報告：「留学体験の測定について」（広島⼤学） 
 

 ・平成27年度海外留学⽀援制度（協定派遣・協定受⼊）採択プログラム事例報告 
  （⿅児島⼤学・恵泉⼥学園⼤学・上智⼤学・仙台⾼等専門学校：順序未定） 
 

 ・登壇者によるパネルディスカッション「海外留学による学びの向上と学習成果分析について」 
 

 ・質疑応答 

【 参加お申込み 】 
 以下のシンポジウム案内ページから、事前にウェブ参加登録をお願いします。 
   http://www.jasso.go.jp/ryugaku/tantosha/study̲a/ 
      short̲term̲h/followup.html#h27sympo 
 または日本学⽣⽀援機構トップページより、以下のリンクをご利⽤ください。 

  日本学生⽀援機構TOP（www.jasso.go.jp）＞ 留学生⽀援TOP 

 右図QRコードは、シンポジウム案内ページにリンクしています。 
 

【 お問い合わせ先（シンポジウム事務局）】 
 電話: 03-3554-5170  FAX: 03-5966-5773  
 E-mail: jasso̲followup@stage.ac 
 

    ※海外留学⽀援制度に関するお問い合わせは、日本学⽣⽀援機構宛にお願いいたします。 
 

 主催： 独⽴⾏政法⼈ 日本学⽣⽀援機構（JASSO） 
            ⽂部科学省 

シンポジウム案内 
QRコード 
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次号予告 
ウェブマガジン『留学交流』４月号 

 特集「グローバル化する高等教育」 
国際連携プログラム、海外の高等教育事情（予定） 

編集後記 
 本号では、「日本人学生の海外留学促進」と題し、Webデザインコンテストによる日タイ・

アクティブラーニング、海外派遣プログラムのリスク管理、日韓交流プログラムからの深化学習

によるグローバル視点養成と長期留学への動機づけについて考察し、海外事務所を活用した短期

研修、台湾人元留学生による日本人の台湾留学支援の事例を取り上げております。  

 また、書評では、大学ランキングに関する新刊をご紹介しております。本号が、日本人学生の

海外留学業務関係者のみなさまの参考となることを願っています。       （編集部） 

● 
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平成28年3月10日発行 

編集 独立行政法人日本学生支援機構 

（編集部）留学情報課 

東京都江東区青海 2-2-1（〒135-8630） 

電話 (03)5520-6111 

FAX  (03)5520-6121  

Eメールアドレス ij@jasso.go.jp 

Web Magazine “Ryugakukoryu”(Student Exchanges)  
 

“Ryugakukoryu” delivers a variety of necessary information and materials to 
faculty and staff engaged in acceptance and dispatch of international 
students, and educational guidance. 
The magazine has been made public online without charge since April 2011. 
(Issue date: 10th of each month) 

 


	201603contents
	表紙　
	目次

	201603anadayuichi
	201603othak
	201603choikyungwon
	201603iwakihoshino
	201603takemotoyasuko
	201603satoyuriko
	201603shienkasympo
	201602hensyu



